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 学校法人 中村学園  NO.２へ続く 

「2024/3 卒」採用、一層の早期化で  すでに本格化 

進路室長 橋野 幸男 

今春高校卒業予定者の求人倍率（昨年7月末現在、厚生労働省） は3.01倍と、前年の2.38

倍から大幅に上昇しました。「3倍超」というのは 31年ぶり、バブル期の「1992年卒3.08

倍」にまで遡らないと見られない数字です。リクルートワークス研究所・主任研究員の古屋

星斗氏は、これに関するレポート『高校卒採用に何が起ころうとしているのか』を、次のよ

うに締め括っています。 

― 「若者人口の減少とそれによる長期的な若者採用需要の蓄積・堆積」という構造自体は

高校卒のみならず、大学卒などにもいえることである。この高校卒市場の急速な逼迫は 本格

的な若手採用難時代の号砲 かもしれない、～ 。 ―   

 こうした状況下、企業は学生といち早く接点を持とうと必死で、採用活動の一層の早期化

が進んでいます。「インターンシップ」などの案内にその後の「企業説明会→選考」という一

連の流れを組み込むなど、様々な仕掛けを行なっています。いくつか事例を見てみましょう。 

【Web サイト制作・システム開発・マーケティングの A 社、県内中部】10 月下旬に同社

「2024卒向け就活イベント情報」と「求人票」の同時送付あり。前者の日程は、 

・「オンライン座談会」： 10月～。社員が語るZoom座談会。視聴者からの質問も可能。 

・「1dayインターンシップ」： 1月、2月。職種別ワークで（企画・マーケター、Webデザ

イン、SE・プログラマー）、仕事内容を理解。 

・「会社説明会」： 2月に1回、3月上旬に2回。来社 2回、オンライン 1回。社長も登場。 

求人票に記載された「採用スケジュール」は、 

「応募期間：～4月4日」→「選考：～4月27日」→「合否連絡：～5月12日」。 

【システム運用のB社、東京都港区】「仕事体験セミナー」を、1月に対面で2回、1月・2

月上旬にオンラインで3回。各日、9:30～17:00で実施。 

① 「DX・IT基礎講座（グループワーク）」：同社新入社員研修の一部を体験 

② 「自己分析講座」：事前に同社の適性試験を受験し、その結果を詳細解説 

③ 同社「企業説明会」 

なお、「参加特典あり（説明会後にお知らせ）」とあり、参加者に別ルートの早期選考を用意か。 

【ゲーム制作のC社、福岡市】11月・12月に、YouTubeで、次の内容を配信。  

① 「導入編 ～新卒採用へかける想い」  ② 「基本編 ～ 同社の強みや応募職など」 

③ 「ゲームデザイナー（プランナー）編」④ 「アーティスト編」⑤ 「プラグラマー編」  

④では「目を引くポートフォリオとは」、⑤では「実際の合格作品から見る合格ポイント」

を解説。また、今後、次のような 「業界イベント」 も予定されています。 

【映像関連事業 総合就職セミナー 2023】 3 月 9 日、東京都立産業貿易センター・浜松

町館。日本映像事業協会に所属する33社が個別ブースを設置。 

【第10回 ライブ・エンターテインメントEXPO】 6月28日～30日、東京ビッグサイト。   

皆さん、企業や実施団体のサイトでその詳細を確認し、自身の就活準備に役立つものには

積極的に参加してください。最初の一歩が、次のステップに繋がっていきます。 

 

令 和 5 年 度 入 学 者 募 集 中 ！ 

企画広報室 河内 嘉美 

2022年が暮れようとしています。学生のみなさん、今年はどんな１年でしたか？昨年同

様、コロナで自由に行動できず歯がゆい思いをした人もいるかと思いますが、できることに

は精いっぱい取り組めたでしょうか？2023年も、なりたい自分になるために１日も無駄に

しない気持ちで、作品づくり・実習等に邁進していきましょう。 

さて、本学オープンキャンパスでは11月より、高校1・2年生向け企画「進路研究スペ

シャル・将来やりたいことを見つけよう!!」を開催しており、在校生が体験授業の中で自身

の進路選びの体験談を話してくれています。みなさんもそうだったかと思いますが、高校生

がオープンキャンパスで１番聞きたいのは在校生の話なのです。オープンキャンパス終了後

の参加者アンケートを見ると、在校生の話が聞けて参考になった、また参加したい、とたく

さんの人が書いてくれています。高校生は在校生を通して将来の自分の姿をイメージします

ので、１月・２月のオープンキャンパスでも高校生から「先輩たちのようになりたい！」と

感じてもらえるよう、登壇予定の人はしっかりと準備しておいてくださいね。 

期待しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度  海外研修・修学旅行代 替 

２ 年 「 電 子 ・ 福 祉 合 同 東 京 研 修 修 学 旅 行 」 
令和４年１２月５日(月)～１２月９日(金)実施 

〈研修概要〉 

日本の昔からの文化に触れ体験すると共に、最先端のテクノロジーで未来を体験し、視野を

広め、それぞれの専門性を活かし多様性に繋がる研修を進める。 

〈研修修学旅行のテーマ〉 

様々な社会の課題やSDGsとの繋がりを知り、自分たちが学習した分野を用いて「持続可能

な世界を築くためには、何をしたらいいのか。また、将来自分はどのように目標達成に貢献

できるのか」を個人にとどまらず、将来働く企業や施設の視点からも考える機会とする。 

〈研修先〉 

・チームラボプラネッツTOKYO・東京スカイツリー・両国・屋形船 

・日本科学未来館・スモールワールズTOKYO 

第２学年主任 井上 充子 

今年度予定しておりました海外研修修学旅行は、新型コロナウイルス感染症への対応や世

界情勢の影響で円安が進み物価が軒並み値上がりしている状況を考慮し、残念ながら中止と

させていただきました。代替活動として研修先を、昔の日本文化に触れる体験と最先端テク

ノロジーの体験ができることが魅力であるグローバル都市『東京』とし、「電子・福祉合同

東京研修修学旅行」を実施いたしました。 

グループワークを軸として、事前学習では研修先の下調べを行い、それぞれの学科の専門

性を活かした研修テーマを探り、電子福祉合同となる今回の活動は総人数も多く活気あるも

のとなりました。東京での研修後は学びの成果を発表し合い、学科毎の専門性が反映された

内容に同じ場所を巡ったのに視点の違いに刺激を受けたり、感心したりする姿が見られまし

た。学科・学校を越えて将来の課題を共有することで、仲間との絆を深めた東京研修修学旅

行となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期ＡＯ入学選考 

【Ｂ日程】 

・エントリー期間：1月10日（火）～2月20日（月） 

・結 果 発 送：1月13日（金）～2月24日（金） 

【Ｃ日程】 

・エントリー期間：2月28日（火）～3月25日（土） 

・結 果 発 送：3月 3日（金）～3月31日（金） 

入学選考 

〇入学選考日：令和５年２月４日（土） ３月８日（水） 

 特待生選考、自己推薦選考、一般選考、社会人選考、留学生選考 

〇出願受付期間：各入学選考日前日 １５時必着 

オープンキャンパス 両校 

○平 日：１月１２日（木） ２月９日（木） ３月２日（木） ３月１７日（金） 

時 間：１７：００～１８：３０ 

○土曜日：１月２８日（土） ２月１８日（土） スペシャル：３月２５日（土） 

時 間：１３：１５～１５：３０ 

上記日程以外でも「個別でのオープンキャンパス」や「オンライン個別相談」を 

実施します。 お気軽にご連絡ください。 
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 学校法人 中村学園  Editor 植田 

『 東 京 研 修 修 学 旅 行 を 終 え て 』 

子ども心理学科 中村 英莉 

 今回の研修修学旅行で、まず印象に残ったのがチームラボプラネッツTOKYOです。チー

ムラボプラネッツTOKYOでは、様々な感覚を楽しむ中で、身体の内側からエネルギーが湧

いてくるような感覚がありました。毎日、同じような動きを繰り返し、刺激の少ない生活を

送っていましたが、ここで普段は味わうことのないような独特な感覚を全身で感じ、視覚･嗅

覚･触覚･聴覚を刺激され、様々な身体の動かし方をしたことで、身体が喜んでいたのだと思

います。 

 自分が将来保育をする立場になったら、子どもが興味を持って様々な感覚を体験し、自分

自身も、身体で感じたことを、子ども達と共感しながら一緒に楽しめる保育者になりたいと

改めて思いました。 

 次に印象的だったのがスモールワールズTOKYOです。私たちの暮らしを俯瞰して見てみ

ると、こんなに小さな人間が、こんなに大きな街を創り出したのだということに気付かされ、

人間の持つ可能性の大きさを感じました。またパワーアシストスーツなど、性別や年齢に関

係なく誰もが活躍できる社会を実現するための取り組みも知ることができました。 

事後学習発表会では、他学科ならではの視点から発表を聞くことができ、新しい気付きが

沢山あり学びを深める機会になりました。 

 ここ数年、コロナ禍で外出を控えていたため、外へ出て楽しむことや新しい体験をするこ

とにあまり興味が持てなくなっていました。しかし今回の研修修学旅行で、外へ出て、普段

は出来ないような新鮮な体験をすることの楽しさを感じることができました。保育において

も子ども達に、実体験だからこそ得られる驚きや楽しさを味わえる環境を提供することが大

切だと感じました。今回の学びを今後の生活や将来への糧としていきたいです。 

 

『SDGs をテーマに、先端 IT とエンタメの融合を「五感」で実体験！』 

ITゲーム＆ロボットシステム学科 小林 泰登 

 今回の研修では、SDGsを基軸に、グループワークを通して、様々な学びと経験を積むこ

とができました。初日はまるで真冬のような気候でしたが、両国で昼食に「ちゃんこ鍋」を

楽しみ、心身とも温まりました。 

 チームラボ・プラネッツ、東京スカイツリー、日本科学未来館、スモールワールズTOKYO

の4か所で研修。人間の生活に欠かせない光、水、そして色が、インタラクティブなデジタ

ルアートで表現されたり、体験的に学べる数々のコンテンツに触れたりと、先端 IT とエン

タメの融合を「五感」で体験することができました。 

 また、夜は屋形船で東京湾の海の幸を堪能。船のデッキからは雄大な東京湾の夜景も楽し

むことができました。2 日目の「もんじゃストリート」では、グループメンバーと下町情緒

溢れるエリアで昼食を楽しみました。 

研修の中で最後に訪れた「スモールワールズTOKYO」では、館長様がIT、エンターテイ

メントを中心に、直々に講義してくださいました。言語の壁を AI で簡単に乗り越えられる

今、国際社会でビジネス展開することの重要性、必要性を教えて下さり、私たちは心に確と

刻み込みました。 

 新型コロナ流行の真っただ中でしたが、予防を徹底しながら、友人とのつながりも一段と

深められ、掛け替えのない研修とすることができました。研修に参加させて頂き、本当にあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合福祉学科・介護福祉学科１年 第２期実習 
令和４年１１月２８日(月)～１２月１０日(土)実施 

『 第 ２ 期 実 習 を 終 え て 』 

総合福祉学科 天野 麻絢 

今回の実習では生活支援技術の実践の場を多く持たせて頂きました。その際に、職員の方々

から介助の工夫やポイントを教えて頂きましたが、初めて触れる福祉用具が多かったため使

用しながら介助をすることや、障害をお持ちの利用者様と関わりも持つことに不安がありま

した。 

しかし、10日間の実習をさせていただく中で、福祉用具を使用して介助する意味が理解で

きたり、次の取るべき行動を事前に予測して関わりが持てたりと、できることが増え、少し

ずつ不安が解消されました。何よりも利用者様とのコミュニケーションが毎日楽しく、多く

のエネルギーを頂けたように思います。 

10日間という短い期間でしたが、多くのことを経験させて頂き、丁寧にご指導をして下さ

った職員の方々や利用者様にとても感謝しています。新型コロナウイルス感染症の広がりが

見られる中で、多くの施設様が実習の受入をして下さったことへの感謝を忘れず、今回の学

びを次のステップに活かせるように努力していきます。 

 

『 第 ２ 期 実 習 を 終 え て 』 

介護福祉学科 勝又 隆雅 

今回の第２期実習は初めて取り組む介護実践に関して、不安や緊張でいっぱいの中スター

トしましたが、利用者様が少しずつ私を理解し受け入れてくださったこと、スタッフの方々

の優しい対応や先輩卒業生の手厚い指導等、全てが相まって非常に有意義な実習を送ること

ができました。中でも「失敗してもいいから、チャレンジは絶対後で自分に返ってくる」と

何度も励まされ、介護技術の指導を行っていただけたお陰で、不安だった技術面に自信が生

まれました。 

しかし、まだまだコミュニケーションに関しては積極性と話題性で改善を見い出していか

なければならない、という課題も見えました。 

次回の２年次での実習は５週間という長丁場の実習となりますが、それまでに今回経験し

たことを振り返り、更なる自主練を積み、理想とする介護福祉士を目指し努力していきたい

です。 

 

子ども心理学科１年 保育所職場体験 
令和４年１２月５日(月)～１２月９日(金)実施 

『 保 育 所 職 場 体 験 を 終 え て 』 

子ども心理学科 田中 麻依 

 5日間「梅の実保育園」で職場体験を行わせていただきました。今回の実習では、「0～5歳

児クラスの 1 日の生活の流れを知る」「子どもの発達段階について学ぶ」ことを目標に取り

組みました。 

 0 歳児クラスでは、今まで０歳の子どもと関わることがほとんどなかったため、衣服の着

脱や靴を履くときの援助を行うときにうまくできなく難しく感じました。その際、保育士が

援助している姿を見て学ぶことができました。また、絵本の読み聞かせを行わせていただき

ました。初めての経験で緊張しましたが、子どもたちの喜んでいる表情を見ることができて

嬉しかったです。 

 5 日間を通して、保育者の声掛けや援助方法を学ばせていただき、保育者が一方的に伝え

るのではなく、子ども一人ひとりの気持ちを受け止め関わっていると感じました。 

そして、目標であった子どもの発達段階については、子ども一人ひとり個人差があること、

発達の速さを学ぶことができました。数か月違うだけでも発達が違い、驚かされることが多

くありました。今回の貴重な経験と学びを、これからの実習に活かしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の行事 

 １日（日）元旦 

 ２日（月）振替休日 

 ４日（水）（保育園開園） 

 ５日（木）仕事始め 

６日（金）後期再開 

９日（月）成人の日 

１２日（木）オープンキャンパス １７：００～ 

１６日（月）２ＣＰ保育実習Ⅲ（保育所）～１/２８(土) 

１９日（木）Ｊ・Ｂ検ＣＢＴ １６：３０～ 

２１日（土）社会人常識マナー検定 

２７日（金）硬筆書写技能検定 

２８日（土）オープンキャンパス １３：１５～ 

２９日（日）介護福祉士国家試験 


